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しもきたミュージアム 
〜下北沢における空間境界と回遊性を用いた提案〜 
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A large scale plan that was planed after the war is now in progress. This plan is to construct a 
highway in Shimokitazawa where many people wander around. But, there are people who are against 
the plan, and many things are changing. So now, we must look at this town “Shimokitazawa” from 
another perspective, and find a new answer. Therefore, I propose a plan to construct a museum that 
features Shimokitazawa. The museum displays data of urban plans that influence the future, and art 
work that characterizes Shimokitazawa. 
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１． 研究背景・目的 
下北沢という街が、変革を迎えようとしている。 
戦後、崩壊した都市を立て直すために、国は多くの都
市計画を行った。下北沢地域も例に漏れず、計画道路の
建設が予定されていた。しかし、人々は戦火を逃れたこ
の地域に次々と移り住み、宅地化・商店街の形成が起き
ていった。そのスピードは都市計画を遥かに凌ぎ、人々
の手で有機的に街がつくられた。このようにして発展し
てきた下北沢に、戦後の計画道路が再び建設されようと
しているのである。「シモキタらしい」といわれる空間
を破壊することが懸念される計画に、反対の意見を述べ
るシモキタ来訪者・専門家、強行しようとする行政側、
情報開示を求める人々、意見の対立する住民・商店街の
人々等、この問題には深い対立がある。 
こうした「都市の変革」を迎える現在、人々は今一度”
下北沢”という街を見直すべきではないか？この街のよ
さ・置かれている現状を知り、未来の下北沢を考えるた
めに、下北沢特有の空間を用いた博物館を計画する。 
研究では、このような「シモキタらしい」という要素
を明らかにし、それらを用いた提案では「下北沢はどう
あるべきか」を考える機会を与え、街の変革の過程を多
くの人々で共有していく事を、本計画の目的とする。 
２． 敷地研究 
（１）下北沢について 
下北沢とは、世田谷区の北東部に位置する地域である。
「下北沢」という地名はなく、代沢と北沢の一部をさす事
が多い。もともとの農地として存在していたまちだが、
小田急や京王井の頭等の路線の開通による人口爆発が都
市計画のスピードを超えたため、もともとの農地区画を
そのまま反映した街区が形成され、さらに電鉄の充実に
よって車を持たない事が多かったため、現在のような歩
行者中心の景観が見られる。 
 まちなかには、古着屋やレコードショップ、ギャラリ
ーが数多くあるが、そういった店舗に収まらず、ストリ
ートミュージシャンやフリーマーケット、シャッターギ
ャラリー、ハンドメイド雑貨のワークショップ等、パフ
ォーマンスの場が溢れ出している。  
（２）開発について 
下北沢の開発として挙げられるのは主に「①小田急線
の地下化・複々線化」「②補助 54号線の建設・区画街路
10号線の建設」の 2点であり、本論文では主に②を扱う。 
  
 図１ 敷地付近、開かずの踏切の小田急線 
 もともとは戦後の都市計画道路として昭和 21年に決定
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された計画である。環八通り千歳台交差点から、八幡山、
赤堤、松原、代田、北沢（以上世田谷区）、上原、富ヶ
谷（渋谷区）の各地区を通り（目黒区駒場にも面してい
る）、山手通り神山町交差点までを東西に結ぶことが計
画されている。道幅は最大 26m と予定されており、環七
程の広さとなる。 
 
図２ 補助 54号線概形 
区は、交通の円滑化や防災、商業的価値の向上を目的
として掲げているが、これらに対して反対派の p中では、
徒歩の回遊性の損失、高さ制限緩和による建物の大ボリ
ューム化が懸念されている。こうした現状に対し、民間
組織・国内外の大学・都市計画家による代案が提出され
ている。 
またこの計画は、内容だけでなく手法にも疑問の声が
挙がっている。まだ都市として成立する前に計画された
道路を、特有の発展を遂げた今にそのまま建設される事
が疑問視されている。さらにその過程で、周辺の商店街
には十分な説明がなかった事、迫られて行われた懇談会
は、質疑等が満足に行われなかった事がある。 
（３）下北沢的空間について 
a)回遊性 
回遊性とは、ひとつの目的だけでは完結せずに、多数
の場に立ち寄る事である。単なる移動ではなく、「店舗
利用」→「滞留行動」→「移動」→「経路探索」の流れ
を繰り返し、特に経路探索の中で“迷い”と“発見”が
連続する事により、「移動」そのものを楽しむ心理とな
る。 下北沢では、複雑に入り組んだ路地を歩く中で“迷
い”を生じさせ、道沿いに散らばる店舗を“発見”し、
その場を利用またはそこに付随する「滞留する場」（後
述の「空間境界（スペース）」にて）が連続している事
で回遊行動を誘発する。 
b)空間境界（スペース） 
 都市に建築が建つと、建築内部（室内）と建築外部（道
路）ができ、それらが切り離されている場合が多い。そ
ういった道路（公共空間）と室内（私的空間）を緩やか
に繋ぐ場所が、下北沢にはある。それをここでは、誰も
が自由に利用できる事から「利用空間」と呼ぶ。 
 下北沢の街は、道自体が「展示の場」となっている。
それは、単なるディスプレイではなく、買い物・休憩等、
「その店を利用する人の行為」が染出し、賑わいを演出し
ている。さらに、店の客（私的空間の利用者）と、通行
人（公共空間の利用者）の境界にいる人々が集まり、場
を形成している。このような現象が起きているのが、利
用空間である。 
 
図３ 空間境界（スペース）の分類 
c)空間境界（ファサード） 
 空間の境界には、利用空間によるものだけでなく、フ
ァサードによる分類がある。店舗のファサードにはガラ
スが使われる事が多いが、その可視範囲によって「発見」
の動作が変わってくる。また、出入り口となる開口の大
きさによっても、公共空間から私的空間への侵入度合い
を操作できる。 
 
図４ 空間境界（ファサード）の分類 
３． 計画 
（１）プログラム-展示・ショップ 
下北沢における行政側と民間側の特色や意見を共有し
ていくために、プログラムはミュージアムとする。行政
側は都市計画の内容を市民に対して開示し、訪れる人は
下北沢に今後について考える事となる。民間側は、アー
トの展示やフリーマーケット、ワークショップ等に利用
できる。 
（２）敷地-小田急線地下化によって生まれた場所 
 
図５ 敷地周辺図 
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 敷地は、小田急線跡地の緑道予定地を設定する。緑
地の広場や隣のスペースと連続させ、屋外のイベント
等にも利用できる。また、下北沢の都市計画の資料館
としての機能と、北沢タウンホールのミーティングス
ペースを連動させることが出来る。 
 計画地概要 
住所：東京都世田谷区北沢 33丁目 
用途地域：商業地域 
敷地面積：1354㎡ 
建蔽率：80％ 
容積率：500％ 
（３）ダイヤグラム-下北沢的空間を建築化する 
a)回遊性のある通路 
 下北沢に見られる回遊性を建築内につくる。輪状の通
路を噛み合わせながら積層し、スロープと階段で繋ぐ。 
 
図６ 回遊コンセプト模型 
b)利用空間を用いた展示室 
 通路と展示室の境界に空間を設け、柱・壁・傾斜によ
って曖昧な境界を設ける。 
 
図７ 利用空間に行為が染出す 
４． イメージ 
  
図８ 外部広場との共同利用 
  
図９ 展示室に繋がる路地裏のような通路 
  
図１０ 1階ラウンジは開けたスペース 
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